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所
在
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第
一
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
モ
デ
リ
ン
グ

（
1
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第
一
次
的
要
素
と
第
二
次
的
要
素

（
2
）

自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

（
3
）

自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

3

第
二
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
キ
ル
の
モ
デ
リ
ン
グ

（
1
）

第
二
次
的
要
素
と
し
て
の
知
性
と
徳
性

（
2
）

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
第
二
次
的
要
素
の
極
大
化

（
3
）

制
約
条
件
を
付
加
し
た
モ
デ
ル

4

結

論

1

問
題
の
所
在

一
般
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（lea

d
ers

hip

）
を
分
析
す
る
視
角
に
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
着
目
す
る

資
質
論
的
ア
プ
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ロ
ー
チ
（T

rait
A
p
pro

ac
h

）

と
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
に
着
目
す
る

行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（Be

h
a
vioral

S
cie

n
ce

A
p‑

pro
ac

h

）

の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
、
主
と
し
て
歴
史
学
や
政
治
学
の
分
野
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
が
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
人
間
的
資
質
に
あ
る
と
考
え
る
議
論
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
、
主
と
し
て
心
理
学
や
経
営

学
の
分
野
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
を
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
や
そ
の
行
動
を
誘
発

す
る
要
因
と
し
て
の
彼
も
し
く
は
彼
女
を
取
り
巻
く
環
境
的
な
要
素
に
求
め
る
議
論
で
あ
る
。

従
来
、
双
方
の
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
発
展
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
の
背
景
に
は
、
果
た
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
は
資
質
と
行
動
の
い
ず
れ
か
一
方
で
あ
る
と
い
う
二
律
背
反
的
な
前
提
認
識
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
あ
る
人
物
の
行
動
の
特
徴
と
は
、
多
分
に
そ
の
人
物
の
性
格
（ch

aracteristics

）
を
中
心
と
し
た
資
質
（trait

）
に
規

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
論
ず
る
際
に
は
、
そ
れ
が
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
統
治
下
に

あ
る
人
々
に
対
す
る
よ
り
公
式
な
権
力
を
行
使
す
る
活
動
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
よ
り
直
接
的
に
被
支
配
者
の
生
殺
与
奪
に
関
わ
る

活
動
で
あ
る
た
め
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
人
間
的
要
素
が
多
分
に
大
き
く
影
響
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本

質
を
論
ず
る
研
究
は
、
従
来
の
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
双
方
を
統
合
す
る
方
向
で
展
開
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
な
か
ん
ず
く
そ
れ
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
的
要
素
の
是
非
を
分
析
す
る
研
究
に
帰
着
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
精
神
分
析
（Ps

y
c
h
o
a
n
aly

sis

）
や
社
会
心
理
学
（Social

P
s
y
c
h
olo

g
y

）
の
分
野
で
開
発
さ
れ
た

エ
ゴ
グ
ラ
ム
（
自
我
状
態
の
モ
デ
ル
）

を
用
い
て
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ

（ty
p
e

）
を
特
定
化
す
る
た
め
の
理
論
的
定
式
化
を
試
行
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第
二
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
（skill

）

に
関
す
る
モ
デ
リ
ン
グ
を
展
開
す
る
。
な
お
、
筆
者
は
こ
う
し
た
研
究
を
ミ
ク
ロ
国
際
政
治
理
論
に
お
け
る

政
治
的
決
定
作
成

者

に
関
す
る
議
論
の
研
究
領
域
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
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2

第
一
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
モ
デ
リ
ン
グ

（
1
）

第
一
次
的
要
素
と
第
二
次
的
要
素

と
こ
ろ
で
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
要
素
に
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
し
て
い
る
第
一
次
的
ま

た
は
先
天
的
（in

h
ere

nt
or

n
atu

ral

）
な
要
素
と
、
彼
も
し
く
は
彼
女
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
獲
得
す
る
第
二
次
的
ま
た
は
後

天
的
（ac

q
uire

d
or

p
osteriority

）
な
要
素
の
二
種
類
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ

を
特
定
化
す
る
要
素
で
あ
り
、
後
者
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
ま
ず
、

P
L

を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

B
を
政
治
的
リ
ー
ダ

ー
の
行
動
的
要
素
、

T
を
当
該
人
物
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
的
要
素
と
す
れ
ば
、

P
L=

B＋
T

と
表
記
で
き
る
。
次
に
、

P
L
T

を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
を
特
定
化
す
る
要
素
と
し
、

P
L
S

を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

の
ス
キ
ル
を
構
成
す
る
要
素
と
す
れ
ば
、

T=
P
L
T＋

P
L
S

（

2
1

）

と
表
記
で
き
る
。
さ
ら
に
、
右
記
（

2
1

）
を
分
解
し
、

N
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
先
天
的
な
要
素
、

A
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
後

天
的
な
要
素
と
す
れ
ば
、

T
で
あ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
的
な
要
素
は
、
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P
L
T=

f(
N)

（

2
2

）

P
L
S=

f(
A)

（

2
3

）

と
い
う
連
立
方
程
式
で
表
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
二
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
の
中
で
、
そ
の
第
一
次
的
要
素
を
表
す
右
記
（

2
2

）
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
こ
れ
は
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
先
天
的
な
要
素
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
人
の
努
力
に
よ
っ

て
な
か
な
か
変
え
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
時
代
状
況
や
環
境
的
条
件
に
適
合
性
を
有
す
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
成
り
得
る
か
否
か
が
判
定

で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
決
定
的
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
る
後
に
、
第
二
次
的
要
素
を
表
す
右
記
（

2
3

）
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

（
2
）

自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

と
こ
ろ
で
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
の
第
一
次
的
要
素
の
種
類
に
よ
り
、

創
造
型
リ
ー
ダ
ー
（Cre

ativ
e
L
ea

d
er

）
、

管
理

型
リ
ー
ダ
ー
（A
d
m
inistrativ

e
or

M
a
n
a
g
erial

L
ea

d
er

）
、

象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
（Sy

m
b
olic

L
ea

d
er

）

の
三
つ
の
タ
イ
プ
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
新
規
の
制
度
開
発
や
国
家
社
会
の
建
設
に
自
己
の
能
力
を
発
揮
す

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
既
存
の
制
度
運
用
や
国
家
社
会
の
効
率
的
運
営
に
自
己
の
能
力
を
発
揮
す
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
確
固
と
し
た
基
盤
を
有
す
る
成
熟
し
た
国
家
や
社
会
に
お
い
て
、
伝
統
的
な

価
値
観
や
国
民
の
忠
誠
心
を
確
立
す
る
過
程
で
そ
の
存
在
が
効
果
を
発
揮
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
三
つ
の
タ
イ
プ
は
、
精
神
分
析
や
社
会
心
理
学
に
お
け
る
交
流
分
析
の
自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル

た
る

子
供
（C

hild

）
、

大
人
（A

d
ult

）
、

親
（Pare

nt

）

と
い
う
人
間
の
三
つ
の
性
格
要
素
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
創
造
性
の
要
素
と
は
、
将
来
の
あ
る
子
供
が
自
己
お
よ
び
他
者
に
対
し
て
理
想
や
夢
を
抱
く
感
性
と
密
接
な

関
連
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
管
理
性
の
要
素
と
は
、
成
熟
し
た
大
人
が
自
己
お
よ
び
他
者
な
ら
び
に
周
囲
の
環
境
を
安
定

的
か
つ
効
率
的
に
整
備
す
る
感
性
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
象
徴
性
の
要
素
と
は
、
親
が
自
己
の
保
護
下
に

あ
る
他
者
か
ら
の
信
頼
の
基
盤
と
し
て
存
在
す
る
感
性
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
政
治

的
リ
ー
ダ
ー
が
い
か
な
る
種
類
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
か
は
、
エ
ゴ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
一
人
の
人
間
が
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合
で
組
み
合
わ
せ
た
人
格
を
有
す
る
の
と
同
様
に
し
て
、
一
人
の

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
う
し
た
三
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合
で
組
み
合
わ
せ
た
性
格
を
同
時
的
に
併
せ
持
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
他
の
タ
イ
プ
の
要
素
を
も
同
時
的
に
併
せ
持
つ
が
、
自
己
の
タ
イ
プ
の
要
素
を

と
り
わ
け
最
も
多
く
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
正
確
を
期
す
た
め
に
定
式
化
を
し
て
お
く
と
、

N=
f(
C,

M,
S)

=
a(
C)
＋

b(
M)
＋

c(
S)

（

2
4

）

と
な
る
。
（

2
4

）
を

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
タ
イ
プ
）
関
数
・
そ
の
1

と
す
る
。
た
だ
し
、

N
は
先
ほ
ど
と
同
様
に
先
天

的
要
素
の
総
計
で
あ
り
、
以
下
、

C
は
創
造
的
要
素
、

M
は
管
理
的
要
素
、

S
は
象
徴
的
要
素
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
係
数

a
、
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b
、

c
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
人
格
の
中
で
占
め
る
割
合
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
は
既
述
の
エ
ゴ
グ
ラ

ム
分
析
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
よ
っ
て
、
必
然
的
に
こ
の
方
程
式
に
は
、

a＋
b＋

c=
1

と
い
う
条
件
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
各
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
は
、

C
タ
イ
プ
‥a>

c>
b,

a>
(
c＋

b)

M
タ
イ
プ
‥b>

c>
a,

b>
(
c＋

a)

S
タ
イ
プ
‥c>

b>
a,

c>
(
b＋

a)

と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
三
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
類
型
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
優
劣
を
意
味
す
る
概
念
で
は
な
い
。
ま
た
、
ど
の
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い
か
は
、
当
該
国
家
や
当
該
社
会
が
置
か
れ
て
い
る
時
代
状
況
や
国
際
関
係
な
ど
の
環
境
的
要
素
に
依
存
す
る
。
そ
の

よ
う
な
環
境
と
合
わ
な
い
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
が
輩
出
す
る
と
、
当
該
国
家
や
当
該
社
会
に
適
性
の
な
い
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
歪
み
に
由
来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
噴
出
す
る
。

ま
た
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
が
国
家
や
社
会
の
建
設
や
新
し
い
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
に
適
性
を
有
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
や
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
は
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
制
度
的
枠
組
み
を
よ
り
効
率
的
か
つ
安
定
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的
に
運
営
す
る
こ
と
に
適
性
を
有
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
は
、
国
家

や
社
会
の
発
展
段
階
と
し
て
の
建
設
期
ま
た
は
再
構
築
期
、
発
展
期
、
成
熟
期
に
そ
れ
ぞ
れ
適
性
を
持
っ
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
種

類
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
る
順
序
は
、

C
型
、

M
型
、

S
型
の
順
で
あ
る
こ
と
が
自
然
と
い
え
る
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る

複
合
的
相
互
依
存
（Co

m
ple

x
Interd

e
p
e
n
d
e
n
ce

）

が
拡
大
・
深
化
し
た
状
況
に
あ
る
今
日
の
国
際
関
係

に
お
い
て
は
、
国
際
情
勢
は
覇
権
国
の
覇
権
体
制
（he

g
e
m
o
n
y

）
が
盛
衰
す
る
ス
テ
ー
ジ
と
連
関
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
で
は
国
際
情
勢
の
推
移
を
覇
権
国
の
覇
権
力
盛
衰
の
諸
段
階
（
覇
権
の
交
代
期
ま
た
は
再
構
築
期
、
発
展
期
、
成
熟
期
）
と
し
て
認

識
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う

）
。

（
3
）

自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

さ
て
、
前
節
で
は
自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
類
型
化
を
試
行
し
た
が
、
こ
こ
で
は
新
た
に
、

自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
を
用
い
て
こ
れ
を
改
訂
す
る

）
。
機
能
モ
デ
ル
で
は
、
従
来
は
各
一
つ
ず
つ
設
定
さ
れ
て
い
た

子
供

と

親

の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
分
化
し
、
構
造
モ
デ
ル
に
お
け
る
三
つ
の
性
格
要
素
に
よ
る
分
析
に
対
し
て
、
よ
り
多
く
五
つ
の
性
格

要
素
に
よ
っ
て
分
析
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
。

ま
ず
、

自
由
な
子
供
（Fre

e
C
hild

）

で
あ
り
、
こ
れ
は
子
供
が
有
す
る
気
質
の
う
ち
で
、
特
に
自
由
闊
達
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ
り
、
本
人
の
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
意
志
に
よ
っ
て
行
動
選
択
を
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い

る
。
次
に
、

従
順
な
子
供
（A

d
a
pte

d
C
hild

）

で
あ
り
、
こ
れ
は
子
供
が
有
す
る
気
質
の
う
ち
で
、
特
に
親
を
は
じ
め
と
す
る

目
上
の
者
の
い
う
こ
と
に
素
直
に
従
う
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ
り
、
他
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
示
を
率
直
に
受
け
入

れ
る
行
動
選
択
を
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

厳
格
な
親
（Critical

P
are

nt

）

で
あ
り
、
こ
れ
は
親
が
有
す
る
気
質

の
う
ち
で
、
特
に
子
供
や
後
輩
な
ど
を
厳
し
く
指
導
す
る
父
親
的
な
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ
り
、
厳
格
で
頼
り
が
い
の
あ
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る
男
性
的
な
行
動
選
択
を
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

寛
容
な
親
（N

u
rtu

rin
g
P
are

nt

）

で
あ
り
、
こ
れ
は
親
が

有
す
る
気
質
の
う
ち
で
、
特
に
子
供
や
後
輩
な
ど
を
優
し
く
手
ほ
ど
き
し
て
保
護
す
る
母
親
的
な
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ

り
、
寛
容
で
世
話
好
き
な
女
性
的
な
行
動
を
選
択
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
最
後
に
、
大
人
（A

d
ult

）
は
構
造
モ
デ
ル
と
同

様
に
一
つ
の
設
定
で
あ
る
。

次
に
、
以
上
の
よ
う
な
機
能
モ
デ
ル
に
示
さ
れ
た
五
つ
の
性
格
要
素
を
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
諸
要
素
に
置
き

換
え
て
翻
訳
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①

自
由
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
（Fre

e
C
re
ativ

e
L
e
a
d
er

）

と
し
て
の
要
素

国
家
が
構
造
的
な
改
革
や
新
し
い
制
度
の
創
設
な
ど
を
遂
行
し
て
い
く
際
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
こ
の
要
素
の
値
が
高
い
こ

と
は
必
須
条
件
で
あ
る
。
草
創
期
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
最
も
必
要
な
将
来
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
す
力
を
多
く
有
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
を
越
せ
ば
理
想
論
ば
か
り
を
唱
え
、
国
民
を
景
気
の
良
い
お
祭
り
騒
ぎ
に
ば
か
り
扇
動
し
つ
つ
、
う
ま
く

い
か
な
い
と
す
べ
て
を
放
り
出
す
無
責
任
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

②

素
直
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
（O

b
e
die

nt
C
re
ativ

e
L
e
a
d
er

）

と
し
て
の
要
素

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
最
も
必
要
不
可
欠
な
要
素
が
こ
れ
で
あ
り
、
他
者
か
ら
の
異
な
る
意
見
や
批
判
に
耳
を
傾
け
る
融
通

性
と
、
納
得
す
れ
ば
そ
れ
を
受
容
す
る
素
直
さ
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
と
し
て
民
主
主
義
的
な
政
治
過
程

が
実
現
さ
れ
て
い
る
政
治
体
制
に
お
い
て
は
、
こ
の
値
が
高
い
こ
と
は
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
な
要
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
度
を
越
せ
ば
他
者
の
異
論
に
右
往
左
往
し
て
優
柔
不
断
と
な
り
、
政
治
の
混
乱
を
招
く
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

③

管
理
型
リ
ー
ダ
ー
（A

d
m
inistrativ

e
L
ea

d
er

）

と
し
て
の
要
素

こ
の
要
素
が
高
い
こ
と
は
、
す
で
に
出
来
あ
が
っ
て
い
る
体
制
を
維
持
し
て
い
く
役
割
を
担
う
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
最
も
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有
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
本
人
が
有
能
か
つ
冷
徹
で
合
理
的
な
判
断
を
下
せ
る
能
力
や
性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
、
度

が
過
ぎ
れ
ば
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
弱
者
に
対
す
る
愛
情
が
不
足
し
た
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
創
造
性

の
あ
る
仕
事
に
は
比
較
的
不
向
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
リ
ー
ダ
ー
の
補
佐
役
と
し
て
の
立
場
が
似
合
う
タ
イ
プ
で
あ
る
。
政
治
的
リ
ー

ダ
ー
よ
り
も
、
む
し
ろ
官
僚
・
役
人
に
適
し
た
タ
イ
プ
と
し
て
の
要
素
が
大
き
い
と
い
え
る
。

④

厳
格
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
（Critical

S
y
m
b
olic

L
e
a
d
er

）

と
し
て
の
要
素

こ
の
要
素
が
高
い
値
で
あ
る
こ
と
は
、
人
々
を
引
っ
張
っ
て
い
く
立
場
に
あ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
は
い
か
な
る
環
境
に

お
い
て
も
必
要
で
あ
る
。
規
律
と
秩
序
を
重
ん
じ
る
心
情
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
有
す
る
べ
き
倫
理
性
の
精
神
を
構
成
す
る
要
素

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
が
過
ぎ
れ
ば
独
裁
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
警
察
国
家
化
を
招
く
タ
イ
プ
に
変
容
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

⑤

寛
容
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
（N
u
rtu

rin
g
S
y
m
b
olic

L
e
a
d
er

）

と
し
て
の
要
素

こ
の
要
素
が
高
い
値
で
あ
る
こ
と
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
い
か
な
る
環
境
に
お
い
て
も
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
寛

容
と
慈
悲
の
心
情
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
有
す
る
べ
き
博
愛
の
精
神
を
構
成
す
る
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
を
越
せ
ば

弱
者
・
貧
者
の
救
済
・
福
祉
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
、
国
家
の
舵
取
り
に
と
っ
て
重
要
な
現
実
主
義
的
な
外
交
や
安
全
保
障
へ
の
気

配
り
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
先
ほ
ど
の
構
造
モ
デ
ル
の
場
合
と
同
様
に
し
て
、
一
人
の
人
間
が
こ
れ
ら
五
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合

で
組
み
合
わ
せ
た
人
格
を
有
す
る
の
と
同
様
に
し
て
、
一
人
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
う
し
た
五
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合

で
組
み
合
わ
せ
た
性
格
を
同
時
的
に
併
せ
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
他
の
タ
イ
プ
の
要

素
を
も
同
時
的
に
併
せ
持
つ
が
、
自
己
の
タ
イ
プ
の
要
素
を
と
り
わ
け
最
も
多
く
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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先
ほ
ど
と
同
様
に
し
て
、
こ
こ
で
正
確
を
期
す
た
め
に
定
式
化
を
し
て
お
く
。

N
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
先
天
的
要
素
の

総
計
と
し
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

F
C

を
自
由
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
、

O
C

を
素
直
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
、

M
を
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
、

C
S

を
厳
格
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
、

N
S

を
寛
容
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
の
各
要
素
と
す
る
と
、

N=
f(
F
C,

O
C,

M,
C
S,

N
S)

=
a(
F
C)
＋

b(
O
C)
＋

c(
M)
＋

d(
C
S)
＋

e(
N
S)

（

2
5

）

と
な
る
。
（

2
5

）
を

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
タ
イ
プ
）
関
数
・
そ
の
2

と
す
る
。
た
だ
し
、
係
数

a
、

b
、

c
、

d
、

e

は
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
人
格
の
中
で
占
め
る
割
合
を
表
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
が
エ
ゴ
グ
ラ
ム
分
析
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
よ
っ
て
、
必
然
的
に
こ
の
方
程
式
に
は
、

a＋
b＋

c＋
d＋

e=
1

と
い
う
条
件
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
各
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
は
、

F
C

タ
イ
プ
‥a>

b>
e>

d>
c,

a>
(
b＋

e＋
d＋

c)

O
C

タ
イ
プ
‥b>

a>
d>

e>
c,

b>
(
a＋

d＋
e＋

c)

M
タ
イ
プ
‥

c>
d>

b>
e>

a,
c>
(
b＋

d＋
e＋

a)

C
S

タ
イ
プ
‥d>

e>
c>

b>
a,

d>
(
e＋

c＋
b＋

a)
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N
S

タ
イ
プ
‥e>

d>
c>

b>
a,

e>
(
d＋

c＋
b＋

a)
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
こ
で
こ
う
し
た
五
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
を
用
い
て
そ
の
望
ま
し
い
継
承
順
序
を
考
え
る
と
、

F
C

型
、

A

C
型
、

M
型
、

C
S

型
、

N
S

型
の
順
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
国
家
や
社
会
の
建
設
期
ま
た
は
再
構
築
期
、
確
立
期
、
発
展

期
、
安
定
期
、
衰
退
期
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
や
は
り
国
際
情
勢
の
推
移
は
覇
権
国
の
覇
権
力
盛
衰
の
諸
段
階
（
覇
権
の
交
代
期
ま

た
は
再
構
築
期
、
確
立
期
、
発
展
期
、
安
定
期
、
衰
退
期
）
と
し
て
認
識
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
構
造
モ
デ
ル
に
基
づ
く
三
タ
イ
プ
と
比
較
し
て
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
と
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割

の
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

素
直
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー

と
い
う
も
の
が

自
由
な
創
造
型

リ
ー
ダ
ー

と

管
理
型
リ
ー
ダ
ー

と
の
間
の
中
継
ぎ
役
と
し
て
、
ま
た
、

厳
格
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー

と
い
う
も
の
が

管

理
型
リ
ー
ダ
ー

と

寛
容
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー

と
の
間
の
中
継
ぎ
役
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
か
つ
旺
盛
な
る
能
力
を
発
揮
す

る
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る

）
。

3

第
二
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
モ
デ
リ
ン
グ

（
1
）

第
二
次
的
要
素
と
し
て
の
知
性
と
徳
性

前
章
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化
に
関
す
る
議
論
を
受
け
て
、
本
章
で
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
を
構
成
す
る
第
二
次
的
な
要
素
で
あ
る

知
性
（intellect

）

と

徳
性
（virtu

e

）

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
要
素

は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
技
量
を
表
す
概
念
と
し
て
解
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釈
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
成
長
す
る
過
程
で
獲
得
し
て
い
く
後
天
的
な
要
素
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
人
の
努
力

に
よ
っ
て
そ
の
多
く
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
い
え
ば
、
本
人
の
努
力
な
し
に
は
培
う
こ
と
が
で
き
に
く
い
も
の

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う

知
性

と
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
獲
得
す
る
知
識
や
技
術
の
こ
と
で
あ
る
。

特
に
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
場
合
に
は
、
政
治
家
と
し
て
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
社
会
効
率
に
関
す
る
知
識
、
す
な
わ
ち
、
集
団
統
制

の
技
量
、
問
題
認
識
の
能
力
、
政
策
立
案
の
才
能
、
論
理
的
思
考
の
力
量
、
自
説
主
張
の
表
現
力
な
ど
が
該
当
す
る
。
こ
う
し
た
能

力
は
、
主
と
し
て
社
会
科
学
お
よ
び
自
然
科
学
の
学
問
的
訓
練
と
と
も
に
、
社
会
経
験
や
家
庭
環
境
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
育
成
さ

れ
る
。

同
様
に
し
て
、
こ
こ
で
い
う

徳
性

と
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
身
に
付
け
る
仁
徳
や
人
格
の
こ
と
で
あ

る
。
特
に
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
場
合
に
は
、
政
治
家
と
し
て
の
職
務
に
携
わ
る
者
に
必
要
な
社
会
正
義
に
関
す
る
倫
理
感
、
す
な
わ

ち
、
感
情
抑
制
の
理
性
、
社
会
的
厚
生
の
観
念
、
弱
者
救
済
の
理
念
、
慈
悲
博
愛
の
精
神
、
自
己
犠
牲
の
意
識
な
ど
が
該
当
す
る
。

こ
う
し
た
能
力
は
、
主
と
し
て
社
会
科
学
お
よ
び
人
文
科
学
の
学
問
的
訓
練
と
と
も
に
、
や
は
り

知
性

の
場
合
と
同
様
に
し
て
、

社
会
経
験
や
家
庭
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
。

や
は
り
正
確
を
期
す
た
め
に
以
上
の
議
論
を
定
式
化
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、

A
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
後
天
的
要
素
の
総
計
、

I

を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
知
性
的
要
素
、

V
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
徳
性
要
素
と
し
、

I
と

V
は
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
独
立
し

た
変
数
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、

A=
f(
I,

V)

（

3
1

）
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と
い
う
関
数
を
設
定
で
き
る
。
こ
の
（

3
1

）
を

政
治
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
（
ス
キ
ル
）
関
数

と
す
る
。

（
2
）

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
第
二
次
的
要
素
の
極
大
化

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
知
性
と
徳
性
と
い
う
要
素
は
、

当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
努
力
に
よ
っ
て
一
定
限
度
ま
で
増
大
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
り
、
ゆ
え
に
、
そ
れ
は

最
大
値

な
ら
ぬ

極
大
値

を
取
る
曲
面
と
し
て
数
学
的
に
定
式

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
1
参
照
）。

そ
こ
で
、
再
び
正
確
を
期
す
た
め
に
、

I
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
知

性
的
要
素
、

V
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
徳
性
的
要
素
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
諸
要
素
の
関
係
を
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
理
論
に
お
け
る
標
準
的
な

生
産
関
数

に
な
ら
っ
て
特
定
化
し
て
表
す
と
す
れ
ば

）、

A=
f(
I,

V)
=

I
a

・
V

b

（

3
2

）

と
な
る
。
こ
の
関
数
を
偏
微
分
す
れ
ば
、

A′
=

∂
A

∂
I
=

V
b

・
aI

a－
1

A

I

図１　政治的リーダーシップ（スキル）関数の図式化
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A′
=

∂
A

∂
V
=

I
a

・
b
V

b－
1

と
な
る
。
よ
っ
て
、
極
大
ま
た
は
極
小
の
条
件
は
、

aI
a－
1・
V

b=
0

（

3
3

）

b
V

b－
1・
I

a=
0

（

3
4

）

と
な
り
、
上
記
（

3
3

）
お
よ
び
（

3
4

）
が
同
時
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
極
大
値
を
有
す
る

凸
型
の
曲
面
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
以
上
の
議
論
を
よ
り
一
般
的
に
定
式
化
し
つ
つ
、
今
度
は
極
大
と
極
小
の
い
ず
れ
か
を
判
別

す
る
基
準
を
導
出
す
る
。
ま
ず
、
上
式
（

3
3

）
（

3
4

）
を
意
味
す
る∂/∂

I

お
よ
び∂/∂

V

（
1
階
の

Iお
よ
び

Vの
偏
導
関
数
）
を
、

さ
ら
に
も
う
一
度

I
と

V
に
つ
い
て
偏
微
分
す
る
と
、

∂∂
I(
∂

A

∂
I)

ま
た

は
∂

2
A

∂
I
2

∂∂
V(
∂

A

∂
I)

ま
た

は
∂

2
A

∂
V∂

I

（

3
5

）

∂∂
I(
∂

A

∂
V)

ま
た

は
∂

2
A

∂
V∂

I

（

3
6

）

∂∂
V(
∂

A

∂
V)

ま
た

は
∂

2
A

∂
V
2

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
2
階
の
偏
導
関
数
の
う
ち
で
（

3
5

）
と
（

3
6

）
は
交
差
導
関
数
で
あ
る
か
ら
、
も
し
両
者
が
連
続
で
あ
れ
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ば
、

∂
2
A

∂
V∂

I=
∂

2
A

∂
V∂

I

が
成
立
し
（
い
わ
ゆ
る

ヤ
ン
グ
の
定
理

）、
極
大
ま
た
は
極
小
の
判
別
が
可
能
と
な
る
。
ま
ず
、
極
大
条
件
は
、

∂
2
A

∂
I
2
<
0

か
つ
∂

2
A

∂
V
2<

0

（

3
7

）

次
に
、
極
小
条
件
は
、

∂
2
A

∂
I
2
>
0

か
つ
∂

2
A

∂
V
2>

0

（

3
8

）

と
な
る
。
こ
れ
に
、
極
値
条
件
と
し
て
の
下
記
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
が
単
に
変
曲
点
で
は
な
く
極
点
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

∂
2
A

∂
I
2・
∂

2
A

∂
V
2>

(
∂∂
V(
∂

A

∂
I))

2

（

3
9

）

で
あ
り
、
上
式
（

3
7

）
（

3
8

）
（

3
9

）
の
同
時
成
立
が
極
大
ま
た
は
極
小
の
条
件
と
な
る

）
。
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（
3
）

制
約
条
件
を
付
加
し
た
モ
デ
ル

と
こ
ろ
で
、
知
性
や
徳
性
な
ど
の
要
素
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
年
齢
（ag

e

）
や
収
入
（in

co
m
e

）
な
ど
と
い
っ
た
諸
要
因
に

よ
る
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
知
性
や
徳
性
の
大
き
さ
は
、
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
年
齢
の
経
過
や
教

育
機
会
の
拡
大
な
ど
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
費
用
（cost

）
と
も
い
う
べ
き
要
素
だ
か
ら
で
あ
る

）
。
す
な
わ

ち
、
も
し
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が

合
理
的
行
為
者

で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
知
性

I
、
徳
性

V
の
二
つ
の
ス
キ
ル
要
素
を
で

き
る
だ
け
少
な
い
費
用
で
可
能
な
限
り
増
加
さ
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず
、
社
会

的
動
物
で
あ
る
人
間
が
こ
う
し
た
ス
キ
ル
要
素
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
時
間
・
学
習
・
経
験
な
ど
の
相
応
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
そ
れ
ら
は
収
入
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
目
的
関
数
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
（
ス
キ
ル
）
関
数
と
し
、
制
約
条
件
を
費
用
関
数
と
す
る

ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
未
定
乗
数
法

に
な
ら
っ
た
最
大
化
問
題
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、

I
を
知
性
的
要
素
、

V
を
徳
性
的
要
素
、

C
を
総
費
用
、
γ
を
知
性
増
大
の
た
め
の
費
用
、
ω
を
徳
性
増
大
の
た
め
の

費
用
と
し
、

I
と

V
は
相
互
に
独
立
し
た
変
数
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、

目
的
関
数

A=
f(
I,

V)

制
約
条
件

C=
γ
I＋

ω
V

と
な
り
、
こ
こ
で
上
記
の
制
約
条
件
の
式
を
操
作
し
て
、

C－
γ
I－

ω
V=

0
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と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

Λ
=

f(
I,

V)
＋
λ(

C－
γ
I－

ω
V)

の
形
式
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
関
数
を
設
定
で
き
る
。
こ
れ
を

I
、

V
、
λ
で
そ
れ
ぞ
れ
偏
微
分
す
る
と
（

Cは
総
費
用
の
た
め
定
数
扱

い
）、
各
偏
導
関
数
は
、

∂
Λ∂
I
=

∂
f

∂
I－

λγ

（

3
10

）

∂
Λ

∂
V
=

∂
f

∂
V
－
λ
ω

（

3
11

）

∂
Λ∂λ

=
C－

γ
I－

ω
V

（

3
12

）

と
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
よ
り
一
般
的
な
議
論
を
想
定
し
て
い
る
ゆ
え
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
ス
キ
ル
）
関
数
を
特
定
化
し

て
い
な
い
た
め
、
費
用
1
単
位
あ
た
り
を
増
加
さ
せ
た
場
合
の
知
性
の
増
加
分
と
徳
性
の
増
加
分
を
そ
れ
ぞ
れ
、

fi=
∂
f

∂
I

（

3
13

）

fv=
∂
f

∂
V

（

3
14

）
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と
お
け
ば
（
経
済
学
的
な
用
語
で
い
え
ば
限
界
的
な
増
分
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
限
界
生
産
力
）、
あ
と
は
右
記
（

3
13

）
（

3
14

）
の
各
式

を
右
記
（

3
10

）
（

3
11

）
（

3
12

）
の
各
式
に
代
入
し
て
左
記
（

3
15

）
（

3
16

）
（

3
17

）
を
得
た
上
で
、
こ
の
連
立
方
程
式
を

解
け
ば
良
い
。

fi－
λγ

=
0

（

3
15

）

fv－
λ
ω
=
0

（

3
16

）

C－
γ
I－

ω
V=

0

（

3
17

）

以
上
の
操
作
の
結
果
、
左
記
（

3
18

）
が
得
ら
れ
る
。

λ
=

fi

γ
=

fv

ω

（

3
18

）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
λ
と
知
性
や
徳
性
の
限
界
的
な
増
加
分
お
よ
び
そ
れ
ら
の
各
費
用
に
つ
い
て
（

3
18

）
が
成
り
立
つ
。
し
た

が
っ
て
、
（

3
18

）
お
よ
び
（

3
17

）
が
制
約
付
き
最
大
化
の
条
件
と
な
る
。
さ
ら
に
、
も
し
も
知
性
や
徳
性
を
構
成
す
る
要
素
の

種
類
が
多
数
で
あ
り
、
そ
の
数
量
をq

1,
q
2,

…
…,

q
n

、
そ
の
費
用
をc

1,
c
2,

…
…,

c
n

と
す
れ
ば
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
ス
キ
ル
）
関
数
は
、

P
L
S=

f(
q
1,
q
2,

…
…

,
q

n
)
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と
な
り
、
こ
こ
で
各
要
素
の
限
界
的
な
増
加
分
をf

1,
f
2,

…
…

,
f

n

と
す
れ
ば
、

λ
=

f
1

C
1 =

f
2

C
2 =

…
…f

n

C
n

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

4

結

論

①
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
研
究
は
、
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
統
合
す
る
方
向
で
な
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
、
特
に
そ
れ
は
人
間
行
動
の
源
泉
で
あ
る
と
こ
ろ
の
資
質
分
析
に
帰
着
す
る
。

②
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
第
一
次
的
（
先
天
的
）
に
有
す
る
要
素
と
、
第
二
次
的
（
後
天
的
）
に
獲
得

す
る
要
素
の
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

③
第
一
次
的
要
素
に
つ
い
て
、
自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
創
造
型
、
管
理
型
、

象
徴
型
の
三
つ
の
種
類
が
あ
り
、
ど
の
タ
イ
プ
が
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
か
は
当
該
リ
ー
ダ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
が
い
か
な
る

状
況
に
あ
る
か
に
依
存
す
る
。

④
自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
の
考
え
方
を
加
味
す
る
と
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
種
類
は
、
自
由
な
創
造
型
、
素
直
な
創
造
型
、
管
理

型
、
厳
格
な
象
徴
型
、
寛
容
な
象
徴
型
の
五
つ
に
類
型
化
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
連
携
の
順
序
は
や
は
り
当
該
リ
ー
ダ
ー
を
取
り

巻
く
環
境
に
依
存
す
る
。
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⑤
第
二
次
的
要
素
か
ら
考
え
る
と
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
後
天
的
に
獲
得
す
る
要
素
に
は
知
性
と
徳
性
の
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
要
素
は
、
第
一
次
的
要
素
が
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
努
力
に
よ
っ
て
変
化
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
人

の
努
力
に
よ
っ
て
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
要
素
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
り
、
特
に
年
齢
や
教
育
機
会
な
ど
の
費
用

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
制
約
を
受
け
る
。

加
え
て
、
本
稿
の
議
論
に
は
、
①
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
各
要
素
の
取
捨
選
択
と
そ
の
内
容
の
検
討
お
よ
び
概
念
規
定
を

す
る
こ
と
、
②
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
各
要
素
の
数
量
化
を
試
行
す
る
こ
と
、
③
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
各
要
素
間

の
相
互
作
用
と
重
複
効
果
（
い
わ
ゆ
る
多
重
共
線
性
）
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る

）
。

（
1
）

資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
元
来
は
歴
史
上
の
偉
大
な
政
治
家
や
皇
帝
な
ど
の
統
治
者
を
研
究
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
た
め
、

別
名
で

偉
人
理
論
（G

re
at

M
a
n
T
h
e
or
y

）

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
歴
史
的
名
著
と
も
い
う
べ
き

N・
マ
キ
ア
ヴ
ェ

ッ
リ
（
河
島
英
昭
訳
）

君
主
論

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

（
2
）

資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
代
表
的
な
業
績
と
し
て
、
岡
義
武

近
代
日
本
の
政
治
家

（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）、
塚
田
富

冶

近
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
家
列
伝
・
彼
ら
は
我
ら
の
同
時
代
人

（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
尾
雅
夫

組
織
の
心
理
学
（
新

版
）
（
有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
九
年
）、
石
井
貫
太
郎
（
編
）

開
発
途
上
国
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

〇
〇
五
年
）、
石
井
貫
太
郎
（
編
）

現
代
世
界
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
た
ち

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、

J・

S・
ナ
イ
・
Jr.

（
北
沢
格
訳
）

リ
ー
ダ
ー
パ
ワ
ー
・
21
世
紀
型
組
織
の
主
導
者
の
た
め
に

（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
）、J.

Blo
n
d
el,

‑

:
T
o
w
ards

a
G
e
n
eral

A
n
aly

sis,
S
a
g
e
P
u
blis

h
ers,

1
98
7,

H.
J.

Elcoc
k,

:
N
e
w

H
orizo

n
in

P
u
blic

P
olic

y,
E
d
w
ard

Elg
ar

P
u
blis

h
ers,

20
0
1,

F.
E.

G
hiselli,

T
h
e
V
aridity

of
M
a
n
a
g
e
m
e
nt

T
raits

R
elate

d
to

O
cc
u
p
atio

n
al

L
e
v
el",

,
N
o.
16,

p
p.1
0
9
1
13,

R.
J.

H
o
u
se

a
n
d

M.
L.

B
aetz,

L
ea

d‑
ers

hip:
S
o
m
e

E
m
pirical

G
e
n
eratio

n
s
a
n
d

N
e
w

R
esearc

h
D
irectio

n
s",

,
N
o.1,

19
79,

p
p.34

1
4
2
3,

D.
K.

Si
m
o
nto

n,
:

A
P
olitical

P
s
y
c
h
olo

g
y
of

L
ea

d
ers

hip,
Y
ale

U
niv

ersity
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P
ress,

1
9
87

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
代
表
的
な
業
績
と
し
て
、
三
隅
二
不
二

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行

動
の
科
学
（
改
訂
版
）
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）、J.

M
is
u
m
i,

:
A
n
Interdiscipli‑

n
ar
y
Ja
p
a
n
ese

R
ese

arc
h
P
ro

g
ra

m,
U
niv

ersity
of

M
ic
hig

a
n
P
ress,

1
98
5,

R
・

R
・
ブ
レ
ー
ク
、

J
・

S
・
ム
ー
ト
ン

（
田
中
敏
夫
・
小
宮
山
澄
子
訳
）

新
・
期
待
さ
れ
る
管
理
者
像

（
産
業
能
率
大
学
出
版
部
、
一
九
七
九
年
）、R.

R.
Bla

k
e,

a
n
d
J.

S.
M
o
uto

n,
,

G
ulf

P
u
blis

h
C
o.,
1
99
4,

R.
R.

Bla
k
e,

a
n
d
A.

A.
M
c
C
a
n
se,

‑

:
G
rid

S
olutio

n
s,

T
a
ylor

W
ilso

n
P
u
blis

h
er,

1
9
9
1,

C.
L.

B
o
v
e
e,

J.
V.

T
hill,

M.
B.

W
o
o
d
a
n
d

G.
P.

D
o
v
el,

,
M
c
G
ra

w
H
ill,

1
9
9
3,

P
・

H
・
ハ
ー
シ
ー
、

K
・

H
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
（
山
本
成
二
・
水
野
基
・
成
田
攻
訳
）

行
動
科
学
の
展
開
・
人
的
資
源
の
活
用

（
日
本
生
産
性
本
部
、
一
九
七
八
年
）、P.

H
erse

y,
a
n
d
K.

H.
Bla

n
c
h
ard,

‑

:
U
tilizin

g
H
u
m
a
n
R
eso

u
rces,

P
re

ntice
H
all,19

8
8,

R・
リ
ッ
カ
ー
ト
（
三
隅
二
不
二

訳
）

経
営
の
行
動
科
学

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
六
四
年
）、

K・
レ
ヴ
ィ
ン
（
猪
俣
佐
登
留
訳
）

社
会
科
学
に
お
け
る
場
の
理

論

（
誠
信
書
房
、
一
九
七
二
年
）、R.
A.

Jo
h
n
so

n,
R.

J.
M
orse

n,
H.

P.
K
n
o
w
les

a
n
d
B.

O.
S
a
x
b
er
g,

‑

:
A
n
Intro

d
u
ctio

n,
G
o
o
d
y
e
ar

P
u
blis

hin
g,
19
76,

G.
A.

Y
u
kl,

,
P
re

ntice
H
all,

19
81

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
科
学
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
河
田
潤
一
・
荒
木
義
修
（
共
編
）

ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
政
治
心
理
学

（
北
樹
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、

O・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン

政
治
心
理
学

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、

石
井
貫
太
郎

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
政
治
学

（
東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、R.

C.
Ziller,

W.
F.

Sto
n
e,

R.
M.

Jac
k
so

n
a
n
d
N.

J.
T
erb

o
vic,

S
elf

O
th

er
O
rie

ntatio
n
a
n
d
P
olitical

B
e
h
a
vior",

in
M.

G.
H
er

m
a
n
n,

,
F
re
e
P
ress,

1
9
7
7

な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
国
際
政
治
学
の
ミ
ク
ロ
理
論
（
外
交
政
策
論
）
に
お
け
る
数
々
の

業
績
を
遺
し
た
大
御
所
の
手
に
よ
るG.

D.
P
aig

e,
,

F
re
e
P
ress,

19
77

は
、
本

稿
の
議
論
の
先
駆
的
業
績
と
も
い
え
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
業
績
の
サ
ー
ベ
イ
に
つ
い
て
は
、
石
井
（
二
〇
〇
四
）（
前
掲
書
）
第
1
章

～
第
3
章
（
一
四
│
四
〇
頁
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
3
）

国
家
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
政
治
家
と
、
官
僚
や
経
営
者
な
ど
の
他
の
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
相
違
や
差
異
に
関
す
る
議
論
は
、

石
井
（
二
〇
〇
四
）（
前
掲
書
）
四
六
│
四
八
頁
を
参
照
。

（
4
）

エ
ゴ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
関
す
る
政
治
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
・
エ
ゴ
グ
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ラ
ム
分
析
の
応
用
試
論

目
白
大
学
人
文
学
研
究

第
五
号
（
八
五
九
九
頁
）
二
〇
〇
九
年
所
収
を
参
照
。
同
稿
は
、
被
験
者
と
し
て

の
対
象
自
身
の
回
答
に
頼
ら
ず
、
周
囲
の
人
間
が
客
観
的
に
被
験
者
を
分
析
で
き
る
手
法
の
一
例
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
。
ま
た
、
エ
ゴ

グ
ラ
ム
の
原
典
と
し
て
は
、

交
流
分
析
（T

A:
T
ra

n
sactio

n
al

A
n
aly

sis

）

の
開
祖
で
あ
っ
た

E・
バ
ー
ン
（
南
博
訳
）

人
生
ゲ

ー
ム
入
門
（
新
装
版
）
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
）、
そ
の
弟
子
で
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
発
明
し
た

J・

M・
デ
ュ
セ
イ
（
池
見
酉
次

郎
監
修
・
新
里
里
春
訳
）

エ
ゴ
グ
ラ
ム

（
創
元
社
、
一
九
八
〇
年
）、

M
・

M
・
グ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、

R
・

L
・
グ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

（
深
見
道
子
訳
）

自
己
実
現
へ
の
再
決
断

（
星
和
書
店
、
一
九
八
〇
年
）、
客
観
的
分
析
手
法
と
し
て
の
質
問
紙
法
を
開
発
し
たN.

R.
H
e
y
er,

D
e
v
elo

p
m
e
nt

of
a
Q
u
estio

n
aire

to
M
eas

u
re

E
g
o
States

w
ith

S
o
m
e

A
p
plicatio

n
s
to

S
ocial

a
n
d
C
o
m‑

p
arativ

e
P
s
ytiatr

y",
,

N
o.
9,

p
p.9

1
9,

1
9
79,

N.
R.

H
e
y
er,

E
m
pirical

R
ese

arc
h
o
n
E
g
o
State

T
h
e
or
y",

,
N
o.
1
1,

p
p.28

6
2
93,

1
98
7,

I・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
、

V・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
深
見
道
子
監
訳
）T

A
T
O
D
A
Y

（
実
務
教
育
出
版
、
一

九
九
一
年
）、
岩
井
浩
一
・
杉
山
薫

質
問
紙
法
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の
臨
床
的
応
用

交
流
分
析
研
究

第
二
巻
一
号
（
三
│
一
三
頁
）
一
九

九
三
年
所
収
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
我
が
国
の
企
業
に
お
い
て
広
く
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
心
身
健
康
管
理
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
な
東

京
大
学
医
学
部
心
療
内
科
（
編
）

新
版
エ
ゴ
グ
ラ
ム
・
パ
タ
ー
ン
・

T
E
G（
東
大
式
エ
ゴ
グ
ラ
ム
）
第
二
版
に
よ
る
性
格
分
析

（
金

子
書
房
、
一
九
九
三
年
）
と
東
京
大
学
医
学
部
心
療
内
科
（
編
）

新
版

T
E
GⅡ
・
解
説
と
エ
ゴ
グ
ラ
ム
・
パ
タ
ー
ン

（
金
子
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

（
5
）

後
天
的
要
素
の
拡
充
に
よ
っ
て
先
天
的
要
素
が
変
化
す
る
可
能
性
は
、
現
代
で
は
微
少
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当

該
人
物
の
行
動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は

特
定
の
要
素
を
有
す
る
人
物
の
み
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
れ
る
意
義
を
論
じ
た
差
別
主
義
的
な
理
論

で
あ
り
、
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は

だ
れ
も
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
可
能
性
を

論
じ
た
平
等
で
夢
の
あ
る
理
論

と
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
衆
民
主
主
義
の
拡
大
と
深
化
に
伴
っ
て
広
く
流
布
し
た
が
、
こ
れ
は
本
末
転
倒
な

認
識
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
行
動
が
変
わ
る
こ
と
と
性
格
が
変
わ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
の
別
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
石
井
（
二
〇
〇
四
）

（
前
掲
書
）
一
九
頁
参
照
。
他
に
、

G・
ベ
ッ
カ
ー
（
佐
野
陽
子
訳
）

人
的
資
本
・
教
育
を
中
心
と
し
た
理
論
的
経
験
的
分
析

（
東
洋

経
済
新
報
社
、
一
九
七
六
年
）
な
ど
。

（
6
）

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
を
類
型
化
す
る
試
み
は
多
数
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
類
型
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
石
井
（
二
〇
〇
四
）（
前
掲
書
）
五
一
│
五
四
頁
参
照
。
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（
7
）

い
わ
ゆ
る
交
流
分
析
の
開
祖
で
あ
る
バ
ー
ン
の
弟
子
で
あ
っ
た
デ
ュ
セ
イ
（
一
九
八
〇
）
な
ど
の
議
論
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
8
）

数
理
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

A・

C・
チ
ャ
ン
（
大
住
栄
治
訳
）

現
代
経
済
学
の
数
学
基
礎
（
上
・
下
）
（

C
A
P出
版
、
一
九

九
五
│
一
九
九
六
年
）、A.

C.
C
hia

n
g,

a
n
d
K.

W
ain

w
rig

ht,
,

M
c‑

G
ra

w
H
ill,

2
00
5,

A
・

J
・
ド
ブ
ソ
ン
（
田
中
豊
訳
）

一
般
線
型
モ
デ
ル
入
門

（
共
立
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、J.

A.
D
o
bso

n,

,
K
lu

w
er

A
ca

d
e
m
ic

P
u
blis

h
ers,

1
9
83,

E.
T

D
o
w
lin

g,

,
M
c
G
ra

w
H
ill,1

99
2,

Si
m
o
n,

C.
P.

a
n
d
L.

Blu
m
e,

,
W.

W.
N
orto

n&
C
o.

In
c.,
19
94,

薬
師
寺
泰
蔵

政
策
分
析
に
お
け
る
モ
デ
リ
ン
グ
の
諸
問
題

日
本
政
治
学
会
編

政
策
科
学
と
政
治
学

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
所
収
、
薬
師
寺
泰
蔵
・
榊
原
英
資

社
会
科
学
に
お
け
る
理

論
と
現
実
・
実
証
分
析
に
お
け
る
一
つ
の
試
論

（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
9
）

た
と
え
ば
、
国
際
環
境
や
国
家
体
制
が
発
展
期
に
あ
る
時
は
、
既
存
の
枠
組
み
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
管
理
型
リ
ー
ダ
ー

（

Mタ
イ
プ
）
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
適
性
が
あ
る
が
、
こ
の
時
に
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
や
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
す
る
と
、
必
要

以
上
に
国
民
の
危
機
感
を
煽
る
（

Cタ
イ
プ
）、
む
や
み
に
国
民
に
安
心
感
を
与
え
て
し
ま
う
（

Sタ
イ
プ
）
な
ど
、
急
進
主
義
や
楽
観

主
義
な
ど
の
不
適
切
な
政
策
を
施
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
効
率
性
を
阻
害
し
、
当
該
国
家
の
発
展
を
蝕
む
結
果
を
導
出
す
る
こ

と
に
な
る
。
石
井
（
二
〇
〇
四
）（
前
掲
書
）
の
第
六
章
（
六
五
│
八
六
頁
）
で
遂
行
さ
れ
て
い
る
事
例
研
究
を
見
よ
。

（
10
）

マ
ク
ロ
国
際
政
治
理
論
の
覇
権
安
定
論
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
石
井
貫
太
郎

現
代
国
際
政
治
理
論
（
増
補
改
訂
版
）
（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
第
二
章
（
特
に
六
五
│
七
三
頁
）
な
ど
を
参
照
。
原
典
と
し
て
は
、R.

G
ilpin,

,
C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
81

な
ど
が
あ
る
。

（
11
）

エ
ゴ
グ
ラ
ム
の
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
る
東
京
大
学
医
学
部
心
療
内
科
（
一
九
九
三
）（
前
掲
書
）
や
東
京
大
学
医
学
部
心
療
内
科

（
二
〇
〇
六
）（
前
掲
書
）
に
お
け
る
議
論
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
12
）

各
段
階
は
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
前
後
の
段
階
の
状
況
が
錯
綜
す
る
局
面
が
存
在
す
る
た
め
、

中

継
ぎ
役

の
要
素
を
有
す
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

（
13
）

生
産
関
数
の
議
論
に
つ
い
て
は
、D.

L.
B
os

w
orth,

:
T
h
e
oretical

a
n
d
E
m
pirical

Stu
d
y,

A
s
h‑

g
ate,

1
97
6

な
ど
に
詳
し
い
。
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（
14
）

経
済
理
論
に
お
け
る

極
大
化

と
い
う
表
現
は
、
基
礎
的
か
つ
標
準
的
な
経
済
数
学
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、

E・
ド
ゥ
リ
ン
グ
（
大
住
栄
治
・
川
島
康
男
訳
）

例
題
で
学
ぶ
入
門
経
済
数
学
（
上
・
下
）
（

C
A
P出
版
、
一
九

九
六
年
）
な
ど
。

（
15
）

他
に
も
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の

出
身
階
層
（birth

）

な
ど
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
歴
史
的
な
諸
事
例
に
よ
れ

ば
、
偉
大
な
足
跡
を
遺
し
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
多
く
は

中
間
階
級
（m

id
dle

class

）

の
出
身
者
で
あ
り
、
上
層
階
級
や
下

層
階
級
を
出
自
と
す
る
人
物
は
稀
少
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
石
井
（
二
〇
〇
五
）（
前
掲
書
）
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
諸
人
物
を
見
よ
。

（
16
）

従
属
変
数
（
被
説
明
変
数
）
の
説
明
要
因
と
し
て
の
独
立
変
数
（
説
明
変
数
）
間
の
相
乗
効
果
が
個
々
の
変
数
の
自
律
的
な
作
用
以

上
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
統
計
学
用
語
で
あ
る
。
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